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することが期待され、国民の安全・安心が確保されるという社会的利益も大きい。 

このような研究とその成果に対する経済的な試算は現時点では困難であるが、生命の危険

にさらされ、不安を抱えた患者にとって、適切な医療資源の投入による治療成績の向上や医

療に対する信頼の向上はかけがえのないものであり、国民全体にとって大きな効果をもたら

すものと考えられる。 

 

(3)研究事業の有効性 

これまでも、救急医療をはじめとした適切な医療の提供や医療事故等の予防等に有効性が

高い技術、基準、マニュアル等の開発を進めてきた。今後ともこうした取り組みを推進する

とともに、研究成果が臨床や医学教育の現場で活用されることにより、医療水準の確保のみ

でなく、医療を担う人材育成にも貢献する体制を進めていく。 

 

(4)その他：特になし 

 

３．総合評価 

 地域医療基盤開発推進研究事業の成果は、今後の制度設計に資する基礎資料の収集・分析

（医療安全、救急医療）、良質な医療提供を推進する具体的なマニュアルや基準の作成（Ｅ

ＢＭ、医療安全、医療情報技術、看護技術）などを通じて、着実に医療政策に反映されてい

る。良質な医療提供体制の整備については、既存の医療体制の評価研究や新たな課題（医療

安全等）の解決を図る研究などを推進する本研究の充実は不可欠である。 

 

４．参考（概要図） 

 

地域医療基盤開発推進研究事業
地域住民の期待は・・・
・もっとわかり易く地域の医療情報を知りたい
・個人の医療情報の管理は大丈夫なの
・夜間や休日に身近な場所での医療が不安
・在宅での療養生活を選択することが難しい
・本当は自宅で最後を迎えたい

施設中心から日常生活の場に
医療が拡大している

・子供から高齢者までの生命・健康のセーフティネットを
確保（初期救急、広域搬送等の連携構築）

○最新の医学研究等の知見を活用した効果的な超急性期医療システム
の構築

○少子化等の社会情勢を踏まえた効率的な小児救急システムの構築

・地域医療・在宅の基盤整備と医療へのアクセス確保
・地域医療での活躍が期待される人材の育成・確保

○IT技術の活用等による在宅医療支援や医療機関間のネットワークに

よる遠隔医療技術の開発

・医療現場の安全確保
・医療情報のセキュリティの確保
・院内感染対策

利便性

質・安全性

地域の医療へのアクセサビリティの確保地域の医療へのアクセサビリティの確保
ーー患者・国民の側に立った医療の選択を支援患者・国民の側に立った医療の選択を支援ーー

１．提供される医療の質の高さ（クオリティ）が確保されていること
２．提供される医療の安全性（セキュリティ・セーフティ）が確保されていること
３．医療の提供を受ける利便性（アクセシビリティ）が確保されていること

医療に対する国民の期待
（国民の求める医療の姿）

国民国民がが安心して委ねることのできる医療システムの実現安心して委ねることのできる医療システムの実現へ向けてへ向けて

 

 

 


